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各
ク
ラ
ブ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
員
が
お

り
、
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
友

達
と
の
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
社
会
性
を
学
ば

せ
た
り
す
る
ほ
か
、
お
や
つ
を
提
供
す
る
な

ど
「
第
二
の
家

庭
」
と
も
い
う
べ

き
大
切
な
生
活
の

場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
指
導
員

は
子
育
て
に
関
す

る
研
修
や
講
演
会
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子どもたちの健全育成  と保護者を支援！

やりがいは子どもたちの成長！
　　放課後児童クラブ指導員募集
　市が放課後児童クラブの運営を委託しているNPO法人学童保育すま
いる高山では、4月からの対象学年拡大に対応するため、各クラブの指導
員を募集しています。
　子どもたちの親代わりとして、各小学校などで開設されている放課後
児童クラブにおいて、生活面での指導などを行うとともに、保護者との連
絡を密にして、次代を担う子どもたちを育てるやりがいのある仕事です。
　勤務条件など詳細については、お問い合わせください。 申 込

問合先
NPO法人学童保育すまいる高山
☎34⊖2726

　

こ
れ
ま
で
、
市
で
は
小
学
１
〜
３
年
生

を
対
象
と
し
て
、
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
平
成
28
年
度
か
ら
名
称
を
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
変
更
）
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
高
ま
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
お
応
え
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら

対
象
学
年
を
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
。
地
域
全
体
で
次
の
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
け
る
よ
う
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

授
業
の
終
了
後
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
て
、
健
全
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　

利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
は
各
ク
ラ
ブ
で
決

め
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
友
達

と
遊
ん
だ
り
、
勉
強
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
餅
つ

き
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
、
ク
ラ
ブ
ご

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
イ

ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
学
校
の
ク
ラ
ブ

に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
就
労
証
明
書
な
ど

必
要
書
類
を
添
え
て
、
各
ク
ラ
ブ
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
か
ら
の
新
１
年
生
は
入
学

説
明
会
の
際
、
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
年
度
途
中
で
の
申
し
込
み
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

月
額
３
千
円
で
、
お
や
つ
代
や
各

種
行
事
等
に
要
す
る
費
用
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
っ
て
？

利
用
す
る
に
は
？

利
用
料
は
？

誰
が
指
導
し
て
い
る
の
？

に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
支

援
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

放 課 後 児 童クラブ

「地域が一体となり
    　　子どもを守り育てる」

「ただいま」「おかえり」の声が響く
もう一つの我が家

高山市教育長  中
な か む ら

村 健
た け

史
し

さくらんぼクラブ（宮小学校）指導員

井
い

口
ぐ ち

 啓
け い

子
こ

 さん

Q指導員になろうと思ったきっかけは
A　小学校の教諭を退職後、指導員をや

らないかと声をかけていただき、「地元
の子どもたちのためなら」とはじめてか
ら、10年になります。

Qどんなことに気をつけていますか？
A　子どもたちが、「ほっとして帰ってくることができる居場所」

づくりに心がけています。子どもたちとの会話を大切にし、何で
も話せるクラブにしたいと思います。

Qどんな活動をしていますか？
A　子どもたちと一緒に絵手紙を楽しんでいます。子どもたち

は、書きためた絵手紙を一冊の折り帳にして、クラブを卒業して
いきます。

　　また、子どもたちと野菜づくりも行っています。採った野菜な
どを使った調理活動を年５回行っています。食育を通して子ど
もたちに「生きる力」をつけてもらいたいと思っています。

Q今後の目標は？
A　地域のみなさんに関心を持っていただいており、夏休みには

紙芝居をしていただいたり、おやつなどの差し入れをしていた
だくこともあります。これからも第二の家庭として、地域のみな
さんとともに子どもたちを育てていきたいと思っています。

　放課後児童クラブは、留守家庭児童教
室の単なる拡大ではなく、新たな理想と
願いをもって展開される営みです。旧来
型の運営、活動の殻を破ってほしいと思い
ます。そのため強く願うのが、関係者の「参画と協働」です。
　クラブに集う子どもたちが、「愛情と志

こころざし

」ある大人たち
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に育
まれることを期待します。また、営みを指導員のみに委ねてし
まうことなく、時には保護者自身が直接参加する活動も期待
します。中・高学年の成長過程を考えた多様な活動を夢見ま
す。新たな「まちづくり協議会」「子ども教育参画会議」の支
援によって体験学習土曜教室のような営みが復興し、本クラブ
が、地域子ども育ちシステムとなって「郷土・高山市の誇りと自
慢」になることを願ってやみません。だからこそ、幅広い年代の
方 、々教育・福祉OB、OGの方々の「愛情と志

こころざし

」による参画、
協力、支援を信じて期待いたします。

４月から対象学年拡大！
◎放課後児童クラブの概要
開設日時　平日：下校時刻から午後６時30分
　土曜日・学校振替休校日：午前８時から午後６時30分
　※土曜日は拠点方式により実施
　長期休暇中：午前８時から午後６時30分（全日の開設
ではありません。）

開設場所　各小学校内など（国府地域の対象児童は
実施手法は異なりますが、国府児童館を利用していま
す）（新たに岩滝小、荘川小、栃尾小にも設置します）

対象　全児童（４年生以上も対象となります）


